
めっきスラッジの再資源化システムの開発 

 

亜鉛めっきスラッジの再資源化システムについて研究する。従来、総合廃水処理さ

れていためっき廃液のうち亜鉛めっき廃水ついて分別処理を行い、高品位の亜鉛濃

厚スラッジを生産し、これを亜鉛製錬原料にリサイクルする技術を開発する。また、本

再資源化システムについて他の金属種（ニッケル、銅など）にも適用を検討する。 

 

研究開発概要 

 

研究開発連携図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生成スラッジの製錬原料適性試験 

共同研究 

(財)福岡県環境保全公社リサイクル総合研究センター 

《 スラッジ発生元 》 

三池製錬（株） 

廃水処理システム試作機の開発及び運転条件の最適化、低温
送風造粒脱水装置の開発、生成スラッジの製錬原料適性試験 

《 スラッジ回収先 》 《 技術支援機関 》 

福岡県工業技術センター機械電子研究所 
九州工業大学

高速沈殿槽の開発、低温送風造粒脱水装置の開発、廃水
処理システム試作機の開発及び運転条件の最適化 

九州めっき工業組合 
（株）正信、吉玉精鍍（株）、（株）九州電化、平井鍍金工業（株）、石川金属工業（株）、アスカコ
ーポレーション（株）、（株）オジックテクノロジーズ、（有）中島鍍金工業 


